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ることが多くなったように感じて
いる。この本の翻訳版の 発行が
1994 年で約 20 年前のことである。
オリジナルのソフト・システムズ
方法論（SSM と以降省略）そのも
のは、1970 年代に開発されたとい
うことだからもう 40 年。ソフト
ウェア開発における方法論の総称
としてソフトウェア工学という名
称が世に出たのは 1960 年代終わ
りだからほぼ同じ年数を経た方法
論である。本書では、SSM とは何
かに加えて、SSM の産業界、国家
医療制度、官庁への適用例が紹介
されている。また、他の研究事例
も紹介されており、何回も読み直
したい本の一つである。

（新谷　勝利）

を拾ってゴミ箱に入れてもらうと
会釈のような動きをする。単体で
なく他者や環境も踏まえたシステ
ム企画・設計は、今後のシステム
開発において重要なキーワードで
あろう。

ゴミ箱ロボットのセンサーの数
などでは語れない。自分でできな
い機能を他者に委ね、協力して掃
除する。ソーシャルな関係のなか
で、ロボットと人が共存する。ゴ
ミを拾えないロボットがいるから、
ゴミがないようにしておく。

何でもインターネットに繋げ、
リッチな UI で操作可能にするので
はなく、何が利用者にとって心地
よいかを考えた製品やシステム企
画をしたい。

本書はこれまでの性能競争から
「ことづくり」コンセプトメイキン
グに転換するため、思考のリフレッ
シュにお勧めの書籍である。

（渡辺　登）

もう 10 年以上前になるが、国
際的 NPO の日本事務局長をしてい
た。組織運営に苦慮していた時に偶
然この本に出会った。もともと本書
は情報理論に基づくソフトウェア・
システム開発のためのものであっ
たが、組織はシステムであり、組織
構造、ステークホルダ、諸活動の
関連などを見直すには格好の手法
であり、Davenport のプロセス・イ
ノベーション（Process Innovation, 
T.D. Davenport, Harvard Business 
Press, 1993）と共に非常に助けに
なった。

最近、ソフトウェア・システム
の高信頼性が議論されるにあたり、
ソフトェア開発ライフサイクルの
上流あるいは超上流に目が向けら
れるようになり、本書が引用され

日本のロボットは国際的にも産
業競争力を持つと言われている。
近年では、サービスロボットや自
動運転などニュースを賑やかせて
いる。いずれも高度なセンシング
技術を利用し、高度な機能を実現
している。本書で紹介されるロボッ
トは、これらの先進的技術を利用
したロボットではない。なんとソー
シャルなスキルを持つロボットな
のである。

掃除ロボットは日本でも大ヒッ
トしたが、本書に登場する代表的
ロボットはゴミ箱ロボットである。
しかしゴミを拾う機能はない。掃
除するロボットに求められる機能
は、ゴミを見つけゴミを拾うこと
である。これらはセンシング技術
を駆使することで実現できるが、
高度な認識処理やメカの機構が必
要となる。ゴミ箱ロボットは、ゴ
ミを探してトボトボ歩きまわり、
ゴミを見つけると人に助けを求め
るように体をゆらす。そしてゴミ
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